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(百万円未満四捨五入)

１．平成28年10月期第２四半期の連結業績（平成27年11月１日～平成28年４月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年10月期第２四半期 41,213 6.5 3,401 △3.8 4,359 △2.4 3,073 △4.2

27年10月期第２四半期 38,682 10.1 3,534 8.5 4,466 16.6 3,207 31.2
(注) 包括利益 28年10月期第２四半期 1,382百万円(△68.4％) 27年10月期第２四半期 4,368百万円( 23.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年10月期第２四半期 38.67 －

27年10月期第２四半期 40.13 －
　
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年10月期第２四半期 93,855 57,444 57.6

27年10月期 85,089 56,787 62.8
(参考) 自己資本 28年10月期第２四半期 54,032百万円 27年10月期 53,401百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年10月期 － － － 8.00 8.00

28年10月期 － －

28年10月期(予想) － 8.00 8.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成28年10月期の連結業績予想（平成27年11月１日～平成28年10月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 66,000 8.0 3,200 △14.0 5,400 △33.0 4,000 △39.1 50.33
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年10月期２Ｑ 86,977,709株 27年10月期 86,977,709株

② 期末自己株式数 28年10月期２Ｑ 7,505,719株 27年10月期 7,505,338株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年10月期２Ｑ 79,472,157株 27年10月期２Ｑ 79,916,303株
　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは完了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料の
発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後さまざまな要因によって大きく異なる結果とな
る可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、原油安を背景に企業収益が好調に推移し、設

備投資の増加や雇用・所得環境に着実な改善がみられるなど基調としては緩やかな回復を続けてお

ります。一方で、新興国を中心とした海外経済の下振れや円高により金融市場が不安定な動きをみ

せるなど、先行きは依然不透明な状況となっております。

　農業に関しましては、産業競争力会議が発表した「成長戦略の進化のための今後の検討方針」の

中で、2020年に農林水産物・食品輸出額を１兆円に拡大する目標の前倒しに向けた取り組みの深化

が検討されるなど、「攻めの農業」の実現に向けた施策の展開が続いております。

　このような情勢のもと、当グループは、重要方針である持続的成長の維持や企業体質の強化を図

るべく、増収・増益を継続できる経営基盤の構築や利益率の向上に取り組み、自社開発品を中心

に、マーケティング戦略に基づく普及・販売施策の推進や海外事業の一層の拡大に努めてまいりま

した。

　当グループの当第２四半期連結累計期間における売上高は412億１千３百万円、前年同期比25億

３千万円(6.5％)の増となりました。損益面につきましては、試験研究費等の販管費の増加が影響

し、営業利益は34億１百万円、前年同期比１億３千４百万円(3.8％)の減、経常利益は、為替の影

響により、43億５千９百万円、前年同期比１億７百万円(2.4％)の減、親会社株主に帰属する四半

期純利益は、前年に計上した特別利益の影響により、30億７千３百万円、前年同期比１億３千４百

万円(4.2％)の減となりました。

　
セグメントの概況につきましては以下の通りです。

　

セグメント

平成２８年１０月期
第２四半期

平成２７年１０月期
第２四半期

前年同期比

売上高 構成比 売上高 構成比 金額 増減率

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

化 学 品 38,990 94.6 36,526 94.4 2,465 6.7

賃 貸 116 0.3 115 0.3 1 1.0

そ の 他 2,107 5.1 2,042 5.3 65 3.2

計 41,213 100.0 38,682 100.0 2,530 6.5
　

① 化学品セグメント

国内販売部門の農耕地分野では、新規水稲用除草剤「フェノキサスルホン剤」の販売は増加した

ものの、水稲用除草剤「ピリミスルファン剤」、「トップガン剤」などの既存の主力製品の販売が減

少し、他社との競合激化に伴って水稲用除草剤全体の売上は前年同期を下回りました。

水稲用箱処理剤は、「イソチアニル剤」の販売が好調に推移し前年同期を上回りました。一方、園

芸分野では、長引く在庫調整の影響などにより、殺菌剤、殺虫剤ともに低調に推移しました。

また、非農耕地向け薬剤販売及び受託加工においても、在庫調整の影響により厳しい状況が続き

ました。

海外販売部門では、畑作用除草剤「アクシーブ(ピロキサスルホン)剤」の売上が米国で大きく伸

張したことに加え、直播水稲用除草剤「ノミニー」の販売がインドや東南アジア諸国で増加し、さ

らに植物成長調節剤「KIM-112」が欧州で好調に推移したことなどから、前年同期を大きく上回り

ました。

上記の結果、化学品セグメントの売上高は389億９千万円、前年同期比24億６千５百万円(6.7％)

の増、営業利益は34億３千１百万円、前年同期比１億２千８百万円(3.6％)の減となりました。

　

② 賃貸セグメント

賃貸セグメントの売上高は、引き続き保有資産の有効活用に努めた結果、１億１千６百万円(セグ

メント間の内部売上を含めた売上高は２億１千万円)、前年同期比１百万円(1.0％)の増、営業利益

は１億３千４百万円、前年同期比７百万円(5.4％)の増となりました。
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③ その他

流通事業、印刷事業、情報サービス事業、環境中の化学物質等計量事業及びメガソーラーによる

売電収入などで構成されるその他は、流通事業では既存顧客の取扱量減少により、売上、利益とも

に前年同期を下回りました。印刷事業では既存顧客へ提案型営業に努め、引き続き経費削減を進め

た結果、売上、利益ともに前年同期を上回りました。メガソーラー等による売電収入は好天に恵ま

れ売上、利益ともに前年同期を上回りました。以上の結果、その他全体の売上高は21億７百万円、

前年同期比６千５百万円(3.2％)の増、営業利益は１億８千７百万円、前年同期比１千８百万円

(8.6％)の減となりました。

　

（２）連結財政状態に関する定性的情報

　財政状態の変動状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は938億５千５百万円で、前連結会計年度末に比べ87億６

千６百万円の増となりました。これは主に受取手形及び売掛金の増加が、現金及び預金、商品及び

製品並びに投資有価証券の減少を上回ったことなどによるものです。

負債は364億１千１百万円で、前連結会計年度末に比べ81億９百万円の増となりました。これは

主に支払手形及び買掛金並びに短期借入金が増加したことなどによるものです。

純資産は574億４千４百万円、自己資本比率は57.6％、１株当たり純資産は679円89銭となりまし

た。

　

（３）連結業績予想に関する定性的情報

平成28年10月期通期の連結業績予想は、平成28年6月7日に公表した業績予想からの変更はありま

せん。

　

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用について、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて

計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）
「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年９月13日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号平成25年９月13日。以下

「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号平成25年９

月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配

が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとと

もに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。ま

た、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期

連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行

っています。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しています。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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